
（別紙３）

～ 2025年　3月　10日

（対象者数） 32 （回答者数） 7

～ 2025年　3月　7日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

マンネリ化しないよう定期的に新しい

活動を取り入れる。

新しい経験が出来る様な活動の企画。

2

オンラインで手軽にコミュニケーショ

ンを取れる方法を検討中。

改善に向けて必要な取組や

工夫が必要な点等

1

地域の小学校で行われているお祭りへ

の参加等から始めたいと考えている。

2

外部研修の案内を行う。

保護者の悩みを出来るだけ解消できる

よう、職員のスキルアップを継続し、

将来的には座談会等の開催を検討して

いきたい。

○事業所名 星の子木町

○保護者評価実施期間 2025年　2月　14日

○保護者評価有効回答数

2025年　3月　3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが

期待されること

工夫していることや

意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が

必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域交流の機会 企画や連絡調整に多くの時間がかかる

事や保護者からの要望がない為

ペアレントトレーニングや研修等の企

画

時間や場所の確保が難しい

活動のバリエーションが多様であるこ

と

定期的に行う活動のバリエーションを

増やし、様々なジャンルの活動を組み

合わせる様にしている。

保護者とのコミュニケーションを多く

とるようにしていること

送迎時の会話や連絡帳を通じて利用者

の方の様子の変化や背景にある家庭で

の悩みなどを出来るだけ把握出来る様

努めている。

事業所における自己評価総括表公表


